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このプレゼンテーションは2017年
12月にバンコクで開催された
APECTEL56 WG meetingで公開
されたものです
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免許不要のRFデバイスの条件
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電波法

第4条 (無線局の開設) 
無線局を開設しようとする者は、総務大臣の免許を受けなければならない。
ただし、次の各号に掲げる無線局については、この限りでない:
(i) ……. 発射する電波が著しく微弱な無線局………………. 
(ii)二十六・九メガヘルツから二十七・二メガヘルツまでの周波数の電波を使用し、かつ、
空中線電力が〇・五ワット以下である無線局のうち総務省令で定めるものであつて、第三
十八条の七第一項(第三十八条の三十一第四項において準用する場合を含む。)、第三十
八条の二十六(第三十八条の三十一第六項において準用する場合を含む。)若しくは第三
十八条の三十五又は第三十八条の四十四第三項の規定により表示が付されている無線
設備(第三十八条の二十三第一項(第三十八条の二十九、第三十八条の三十一第四項及
び第六項並びに第三十八条の三十八において準用する場合を含む。)の規定により表示が
付されていないものとみなされたものを除く。以下「適合表示無線設備」という。)のみを使用
するもの
(iii) …. 携帯電話, タクシー無線など……………………

免許不要のRF デバイスの
条件





ありがとうございました！
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